
「ともに認め合い、支える」
特別支援教育の充実

【資料2】



特別支援教育の現状
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※R7年度以降は推計値

（令和6年5月1日時点）

■本市における特別な支援を要する子どもの数の推移 単位（人）
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重点的に取り組む項目 取組内容

1
それぞれの子どもの状況に応じた
「学びの場」の見直し

・多様な「学びの場」として通級指導教室の増設置
・支援学級や通級指導教室等の実践事例を学習e-ポータルや
研修で共有
・保護者に丁寧な情報提供を行うなど、より充実した教育相談の
実施
・学校園における「学びの場」の見直しの実施状況を把握

2
就学前から卒業後までの切れめない
支援や関係部署との連携強化

・就学・進学相談等における本人・保護者への十分な情報提供や
丁寧な相談の実施
・中学段階での生徒自身の長所や課題の理解に基づく進路指導
やキャリア教育の実施
・切れめない支援に向けた中学校区での合同研修を実施

3
教員の専門性の向上やICTを活用し
た効果的な実践

・よりよい校内支援体制の構築をめざした学校管理職研修の検討、
実施
・専門家派遣研修の実施、通級指導教室担当教員同士の
つながりや好事例の共有
・ICTを活用した教材、教具の積極的な利活用や取組事例を
校内・学校間で共有
・ICTを活用した実践的な研修の検討、実施
・ユニバーサルデザイン授業の開発、共有

「ともに認め合い、支える」特別支援教育の実現に向けた取組



重点的に
取り組む項目

令和6年度
前期

令和6年度
中期

令和6年度
後期

令和7年度

1.それぞれの子ど
もの状況に応
じた「学びの
場」の見直し

2.就学前から卒
業後までの切
れめない支援
や関係部署と
の連携強化

3.教員の専門性
の向上やICT
を活用した効
果的な実践

学校管理職研修の実施

専門家派遣研修の実施、通級指導教室担当教員同士のつながりや好事例の共有

3

中学校区合同研修会

切れめない支援の充実

関係機関と連携した就学相談や進学相談、進路指導や

キャリア教育の実施

専門家派遣研修

の継続実施

ICTを活用した授業の好事例

や学びツールの発信

通級指導教室の増設置

「学びの場」の見直しの

状況把握

「学びの場」の見直し内容の周知及び

環境整備や研修内容の充実

ユニバーサルデザインにおける取組の好事例・支援学級や通級指導教室等の実践事例の共有

授業におけるユニバーサルデザインのICTを活用した

実践事例の開発、共有、実施

ICTを活用した実

践的な研修の実施

進路指導やキャリア

教育の実施強化

次年度に向けた通級指導教室の増設置の検討
通級指導教室の

増設置

通級指導教室等

実践事例の共有

実情に応じた

学校管理職研修の検討

実情に応じた就学相談等の

内容検討

就学相談等の

実施

管理職間連携 各学校園の授業の相互参観
切れめない支援

の一層の充実

「ともに認め合い、支える」特別支援教育の実現に向けたスケジュール



主な取組（多様な「学びの場」として通級指導教室の増設置）
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■通級指導教室を増設置することで、子どもの障害の状況や教育的ニーズ、それらの変化に応じた多様な
「学びの場」を整備
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令和5年度から令和6年度にかけて、大幅に通級指導教室を増設置。支援学級設置数はほぼ変わらない。

●通級指導教室と支援学級の設置状況

子どもの状況等に応じた「学びの場」の見直しに向けた取組が進んでいる

重点的に
取り組む項目1
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■障害のある子どもへの切れめない支援を行うため、就学前・就学後の段階に応じた子どもの状況や教員の相互
理解をめざした中学校区での取組実践例

取組事例① 泉ヶ丘東中学校区幼保小中合同研修

中学校での事例をもとに、各校種ごとにどのような支援が
考えられるのか、進学や進級時の接続を意識した切れめ
ない指導・支援にはどのようなものがあるのかを具体的に
考えることで、校種を越えて相互理解を深める契機となった。

就学前の幼児期から就学後の小学校、中学校まで、子どもに育まれた資質・能力をどのようにつなぎ、

学校園での指導に生かすのかというテーマで、中学校区内の幼稚園・保育所（こども園）・小学校・

中学校の教職員が参加し、接続カリキュラムを考える合同研修の取組

●説明会に参加した学校管理職の声
・学びの連続性についての大切さを研修で改めて感じた。
・幼小の接続、小中の接続の大切さへの意識は高いが、
・今回幼から中までの接続を意識することができた。また、
・距離感も縮まった。
・民間の幼稚園、保育所の参加によって、より教員の意識
・が高まった。

主な取組（切れめない支援に向けた中学校区での合同研修①）
重点的に

取り組む項目2
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問題行動のある子どもへの支援について、小中学校間で共通した支援や指導の方法を中学校区の

教員が一緒に考えることで、切れめない支援に向けた支援体制の構築をめざした取組

・中学校区の教員が合同で、「通常の

・学級における特別支援」というテーマで

・研修を実施。

・子どもを見る際に大切な視点や問題

・行動のある子どもへの対応方法等に

・ついて、グループワークを通じて理解を

・深めた。

■障害のある子どもへの切れめない支援を行うため、就学前・就学後の段階に応じた子どもの状況や教員の相互
理解をめざした中学校区での取組実践例

取組事例② 八田荘中学校区小中合同研修

主な取組（切れめない支援に向けた中学校区での合同研修②）
重点的に

取り組む項目2
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中学校区の全小中学校に通級指導教室が設置されたことを契機として実施。通級指導教室に

ついての教員への理解促進と、通級指導教室を利用する子どもの小中学校間の切れめない支援に

向けて、支援体制の構築をめざした取組

中学校区の教員に対して通級指導教室の概要を周知。中学校進学後の事例をもとに、小中学
校担当教員の効果的な連携や通級による指導の有用性について共通理解を図った。

取組事例③ 登美丘中学校区小中合同研修

■障害のある子どもへの切れめない支援を行うため、就学前・就学後の段階に応じた子どもの状況や教員の相互
理解をめざした中学校区での取組実践例

●研修に参加した教職員の声

・中学校での困り感が少しでも少なくなるように、小学校の

・間に何ができるかを考えることができた。

・中学校での子どもたちがどのように過ごしているのかを詳し

・く知ることができ、小学校と中学校の違いに戸惑っている

・様子もあるとわかったので、今後しっかり報告や連絡をし

・ていけたらと感じた。

重点的に
取り組む項目2主な取組（切れめない支援に向けた中学校区での合同研修③）
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■通級指導教室設置校における校内支援体制の充実や通級指導教室の効果的な運用をめざし、教育委員会か
らの説明と通級による指導の実践報告を内容とした、学校管理職対象の説明会を実施

●説明会に参加した学校管理職の声
・通級指導教室の開設に向けて、スケジュールの見通しをもつことができた。
・通級指導教室の指導内容について、理解を深めることができた。

教育委員会事務局から
通級指導教室の概要を説明

主な取組（通級指導教室に係る管理職説明会の実施）
重点的に

取り組む項目3
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▶字形に基づく漢字の覚え方の学習例 ▶見る力を高めるための学習例

通級指導教室
設置校の実践報告

何秒でタッチできるかな書字 形と意味と組み合わせ

テンポに合わせて数字を
タッチすることで、楽しみな
がら見る力を高めている。

漢字を構成する
へんとつくりから、
成り立ちを意識
した上で、漢字
を覚えている。

重点的に
取り組む項目3主な取組（通級指導教室に係る管理職説明会の実施）

■通級指導教室設置校における校内支援体制の充実や通級指導教室の効果的な運用をめざし、教育委員会か
らの説明と通級による指導の実践報告を内容とした、学校管理職対象の説明会を実施
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教員の指示への理解や自身の行動を振り返ることに課題がある子どもも、児童生徒用パソコンで撮影
した演奏動画を見返して課題を発見するなど、 ICTを活用することで通常の学級での学習に取り組む
ことができる。

自分たちの演奏を動画撮影し、客観的に
聞いて課題を見つける

音の大きさがいいぐらいだった

音が続くように弾く

しっかりほかのパートの音色も
聞く

主な取組（ICTを活用した教材、教具の積極的な利活用①）
重点的に

取り組む項目3

■障害のある子どもの多様な学び方に対応できるよう児童生徒の状況に応じて、学校生活におけるICTを活用した
教材、教具の積極的な利活用ができる環境の整備や場面の設定を進めている
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■障害のある子どもの多様な学び方に対応できるよう児童生徒の状況に応じて、学校生活におけるICTを活用した
教材、教具の積極的な利活用ができる環境の整備や場面の設定を進めている

子ども自らが選択して楽しみながら学習できるICT学習支援コンテンツを活用することで、計算や
書字、読字等に課題のある子どもも、授業の余った時間や朝の時間等に負担なく気軽に取り組む
ことができる。

主な取組（ICTを活用した教材、教具の積極的な利活用②）
重点的に

取り組む項目3


